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諸元登録支援システムの開発

背 景 と 目 的

機器新設・更新時における諸元データの登録作業は手入力する項目が多い。そのため、諸元データの登録作業が煩雑で時間を要するうえ、入力誤りの可能性がある。そこ
で、機器の銘板をOCRで読取った結果を用いて、諸元データの登録を簡単に行うための諸元登録支援システムの開発を行う。

開発の概要 開発するうえでの課題

開 発 し た も の

開発パートナー：NCDC株式会社

※ 設備管理システムに登録するべき正解の文字列を用意し
ておき、銘板のOCR結果との類似度を判定して適用

入力項目 設備管理システム登録内容 銘板表記
品名・品形ｸﾞﾙｰﾌﾟ 信号装置 なし
┗品名 入換標識（線路表示式） なし
┗品形 符号変換器（LED形）ABC-D形 異なる

製造会社 ABC あり
会社形式 EFGHI-JK あり

① OCR結果の文字列は、設管システムに登録する内容と異なる
② OCR結果の文字列が、どの入力項目に該当するか解らない
③ OCR結果の文字列は、文字化けする

解決するべき内容

 OCRで文字列を読むだけでは解決できない
 OCR自体は世の中の進歩に期待して、OCR周辺の処理を構築
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正解 類似度順5位まで表示
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類似度判定結果諸元登録内容

 学習済みの銘板に対しては類似度が1位の確率90%を達成（5位以内に入る確率は95%）
21個のサンプルを用いた試験結果

 推定に成功した場合の銘板の登録時間は手入力に対して約2分短縮
2020年度の諸元の手入力の回数は推定8万回
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